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は University of Edinburgh, St Andrews, Sheffield の 3校で、University of Leeds と Oxfordの 2校は




























3.3.1. University of Edinburgh 
［創立年］1583年［学生数］37,510名 (うち学部生 24,233)［教職員数］13,372名(うち教員 6,545)3 
 
［システムの概要］ 
University of Edinburgh(以下 Edinburgh大学)では、Talis Aspireというオンラインリーディングリ
ストシステムを使用している。Talis Aspireは Talisという英国の企業が提供するシステムで、2017年 1




導入された時期は 2012年の終わりである。通常時は学習支援担当の Library Learning Services 部署
の職員 3 名がリーディングリストに関わる業務を行っているが、登録締め切り前などの繁忙期には 7 名
の臨時スタッフが加わる。大学として注力したいプロジェクトであるため、近々新たに 2 名のフルタイ
ム職員が補充採用されることになったということである。2016/2017 年度の登録数は約 900 となってお








Fig 1, 2 
リーディングリストの画面 
Fig 1は一覧、Fig 2は個別の画面 


























































                                                   
5 注記 2(4p)を参照。 
Fig 3 




























































3.3.2. University of St Andrews 
［創立年］1413年［学生数］8,420名 (うち学部生 6,763)［教職員数］2,454名(うち教員 1,297)6  
 
［システムの概要］ 
University of St Andrews(以下 St Andrews大学)では、Edinburgh大学と同様 Talis Aspireを使用し
ている。導入された時期は 2009年で Talis Aspireの導入事例としては 6番目という比較的早い時期での





















 オンラインリーディングリストシステムの担当者である Academic Liaison Librarian は学部に所属す
                                                   
6 訪問時にいただいたリーフレット University of St Andrews Maps & Facts 2016-2017を参照。 































3.3.3. University of Sheffield 
［創立年］1905年［学生数］23,235名 (うち学部生 17,103)［教職員数］6,129名(うち教員 2,475)8 
 
                                                   









University of Sheffield(以下 Sheffield大学)では、rebus9という商業システムを使用している。リーデ




Learning Resource Sectionの 6名がリーディングリストに関わる業務を行っている。2016/2017年度の
登録数は約 600となっており、全授業 2500に占める割合は 25%ほどである。 
 
［Faculty Engagement Teamの成り立ち］ 
 Sheffield大で、オンラインリーディングリストシステムなどの図書館サービスを教員へ広報する際に、






専門領域を持つ Subject Librarian は今でもおり、あわせて Faculty Engagement Team(以下 FET)を
構成している。 教育支援に限らず、研究支援も含めて、図書館が教員に対して行うさまざまなサービス
を学部へ浸透させるのが FET の仕事である。以前は、学部との連携業務は Learning and Research 
Service Teamとして行っていたが、2016年のはじめにチームを改組し、学部と図書館のパイプ役に特化
した FET が生まれた。英国では Subject Librarian の役割が変化していく中で、学部や教員との連携業
務に携わったり、情報リテラシー教育を行ったりする傾向にあったが11、Sheffield 大学ではこれをより






                                                   
9 http://www.rebuslist.com/を参照。(2017-01-05) 
10 http://www.exlibrisgroup.com/category/Leganto を参照。(2017-01-05) 
11 呑海, 沙織. 2007. サブジェクト・ライブラリアンの役割の変化:1940年代以降の英国大学図書館におけるサブジェク























3.3.4. University of Leeds  
［創立年］1904年［学生数］32,138名 (うち学部生 23,924)［教職員数］6,743名(うち教員 1,917)13 
 
［システムの概要］ 




教員がシステムへ直接登録する方法のみである。資料購入等を担当する Resource Acquisition Team が
リーディングリストに関わる業務を行っている。2016/2017年度の登録数は約 1400となっており、全授
業 5400に占める割合は 25%ほどである。 
 
                                                   
13 https://www.leeds.ac.uk/download/311/annual_report_and_accounts_2014-15を参照。(2017-01-05) 











































3.3.5. University of Oxford 
 
［創立年］1096年［学生数］22,602名 (うち学部生 11,603)［教職員数］6,800名(うち教員 1,800)15 
 
［システムの概要］ 




学内の ITサービスに関わる業務を担当する IT Services Departmentによる支援プロジェクトの公募
があり、そちらに採用されたことで導入に必要な経費を獲得できたということであった。VLE システム




資料の利用に関する業務を担当する Reader Services Section や資料の購入を担当する Acquisitions 
Teamの図書館職員がリーディングリストに関わる業務を行っている。現行のシステムでは、教員が直接
登録することはできないので、図書館職員が教員からファイル等をもらって登録する。初年度の
2015/2016年度の登録数は約 100となっており、全授業 300に占める割合は 30%ほどであった。 
 
 
                                                   
15 https://www.ox.ac.uk/about/facts-and-figures/full-version-facts-and-figures?wssl=1を参照。(2017-01-05) 
16 注記 2(4p)を参照。 
Fig 6 


















をテストする段階であり、テストは IT Services Departmentと図書館の IT部門の職員で行われる予定
である。テストにかかる経費は、IT Services Department と学内の教育業務担当部署（Education 
Committee）が提供した。担当者の話では、もし商業システムを購入することになれば、導入経費は図書









 Oxford 大学で現在使用されている VLE は WebLearn という名を冠しているが、本学の PandA と同
じソフトウェアである Sakai17を使用しているということである。実際に PandA でも確認したところ、
リーディングリストを登録できる機能があった。現行 PandA では図書館目録とのリンクはないが、
Oxford 大学では図書館のオンライン目録情報を WebLearn へ取り込むことができるようになっている。
同様のソフトウェアを使用していることからも、本学でも試行的に導入することは可能と思われた。18 
 Oxford大学社会科学図書館では、IT Services Department や Education Committeeなど他部署との
                                                   
17 2004年にアメリカの大学を中心に開発された高等教育機関向けのオープンソフトウェア。https://sakaiproject.org/ 
18 白田, 由香利. 2007. オックスフォード大学仮想教育環境 Weblearn の報告:イギリスの VLEシステム. 情報処理学会


































                                                   
19 わが国におけるデータシェアリングのあり方に関する提言-「別添資料 2研究データ共有ポリシーに関する調査」, 科
学技術振興機構情報企画部 http://jipsti.jst.go.jp/about/pdf/survey_on_data_sharing_policy.pdf (2016-12-27) 
































                                                   
21 http://kyouindb.iimc.kyoto-u.ac.jp/view/index.html (2016-12-27) 
22 https://www.elsevier.com/solutions/pure (2016-12-27) 
23 http://symplectic.co.uk/products/elements/ (2016-12-27) 
24 http://datadryad.org/ (2016-12-27) 
25 https://figshare.com/ (2016-12-27) 








 以下では、PUREを使用している Edinburgh大学と Symplectic Elementsを使用している Oxford大
学のシステム構成について報告する。 
 
［University of Edinburgh］ 
 データストレージとして Data Store、DataSync、DataShare、Data Vaultが提供されている。Data 









                                                   
27 Active data storage - DataStore http://www.ed.ac.uk/information-services/research-support/research-data-
service/working-with-data/data-storage (2016-12-27) 
28 Collaboration and data sync'ing - DataSync http://www.ed.ac.uk/information-services/research-support/research-
data-service/working-with-data/collaboration-and-data-sync-ing (2016-12-27) 
29 DataShare open access data repository http://www.ed.ac.uk/information-services/research-support/research-data-
service/sharing-preserving-data/data-repository (2016-12-27) 









究活動を PURE に登録することになっている。研究データも研究者のアウトプットなので PURE に登





なお、研究者のアウトプットである研究論文は Edinburgh 大学の論文用のリポジトリ era31にあるの
だが、PURE でも検索できるようになっている。PURE 自体は内部システムなので、検索用のインター
フェースとして Edinburgh Research Explorer32がある。 
 
先述した通り、研究データにはプライバシーに関わる情報である診療情報やインタビュー等が含まれ
                                                   
31 era - Edinburgh Research Archive https://www.era.lib.ed.ac.uk/ (2016-12-27) 
32 Edinburgh大学の PUREは以下 URLの右上の検索窓 Search the Research Explorerから検索できる。Edinburgh 
Reseach Explorer http://www.research.ed.ac.uk/portal/ (2016-12-27) 







ッフがそれをチェック後、公開する。この段階で DOI33がなければ PURE の機能で付与することが可能
である。研究データは DataShareに、メタデータのみが PUREに登録される。なお、学外のデータリポ
ジトリにある研究データのメタデータを PURE に登録することも可能である。研究者が PURE メタデ
ータ（メタデータのフィールドに研究データの DOIかURLを入力する）を登録し、Data Libraryのス
タッフがチェックしてメタデータを公開する。 












[University of Oxford] 
Oxford 大学では、各学科、各カレッジ、各センター単位でデータリポジトリを提供していることがあ
ることに注意が必要である。全学規模で所属研究者の研究活動を管理、公開するためのシステムとして、
Oxford University Research Archive (ORA)36がある。ORAのソフトウェアは Symplectic Elementsと
いう名称である。データリポジトリとして ORA-Data があるが、研究活動の情報を公開するシステムで
ある ORA が、研究データと論文の目録として機能しているため、ユーザーは ORA-Data の存在を意識
することなく、論文もデータも ORAで一緒に検索できるようになっている。ORA-Dataに入っている研
                                                   
33 DOIとは Digital Object Identifierの頭文字で、コンテンツの電子データに付与される国際的な識別子。ブラウザ等に
入力するとコンテンツの所在情報（URI）に変換されるため、WWW 上のコンテンツに直接リンクを張ることができる。
DOI があれば Googleのような検索エンジンの収集対象にもなるため、研究データが発見されやすくなる。 
34 ダブリンコアとは、インターネット上の情報を見つけるために開発されたメタデータ記述要素のことで、国際規格と
なっている。国立国会図書館の「DCMIダブリンコアメタデータに関する基本文書」
http://www.ndl.go.jp/jp/aboutus/standards/translation.html#anchor01 (2016-12-27) に詳しい。 
35 社会調査メタデータの国際規格 http://www.ddialliance.org/ (2016-12-27) 
36 Oxford University Research Archive (ORA) https://ora.ox.ac.uk/ (2016-12-29) 
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37 How to use ORA-Data参照。http://www.bodleian.ox.ac.uk/__data/assets/pdf_file/0005/193325/How-to-deposit-in-
ORA-Data.pdf (2016-12-29) 
Figure 8：Oxford大学 RDMシステム 
23 
 




















ージを大学として契約するという手段もあり、例えば Google社の Apps for educationを契約すれば大学









                                                   
38 HFS http://help.it.ox.ac.uk/hfs/index (2016-12-29) 
39 長期保存用のストレージサービス。https://www.archivematica.org/en/ (2016-12-27) 















 次に、今回訪問したいくつかの大学の RDMサービスの経緯について報告する。 
Edinburgh 大学は、2011 年に英国で最初に RDM のポリシー47を定めている。Edinburgh 大学 Data 






 Leeds 大学では、担当者が５年前から RDM に興味を持っていて 2011 年に１年半のプロジェクト51で
                                                   
41 HEFCE(Higher Education Funding Council for England)は英国の高等教育財政カウンシルで、高等教育機関の教育
及び研究への資金配分を決める。 http://www.hefce.ac.uk/ (2016-12-29) 
42 REF(Research Excellence Framework)による評価が高等教育機関に配分される予算に大きく影響する。2008年まで
は RAEという名称だった。http://www.ref.ac.uk/ (2016-12-29) 
43 Open access research - Policy 参照。http://www.hefce.ac.uk/rsrch/oa/Policy/ (2016-12-29) 





年の 7年間で総額 800億ユーロが投資される。 https://ec.europa.eu/programmes/horizon2020/ (2016-12-29) 
47 Edinburgh大学 Research Data Management Policy http://www.ed.ac.uk/information-services/about/policies-and-
regulations/research-data-policy (2016-12-29) 
48 Edinburgh大学の Data Library内にある組織で英国の国立データセンター。英国内の高等教育機関に学術情報に関わ
る支援を行っている。後出する Jiscの助成を受けており、関わりが深い。 https://edina.ac.uk/ (2016-12-29) 
49 MANTRA http://datalib.edina.ac.uk/mantra/ (2016-12-29) 
50 Edinburgh大学 RDMロードマップ http://www.ed.ac.uk/files/atoms/files/uoe-rdm-roadmap_-_v2_0_0.pdf (2016-12-
29) 




















 本学では、2015 年 4 月 28 日以降の雑誌掲載論文についてオープンアクセス方針が定められた55。ま
た、研究データの保管については、発表論文の根拠となる研究データの 10年保管が義務付けられ56、2015




 研究者が RDMにおいて実施しなければならないことは、以下の３点である。 




                                                   
52 日本の NII(国立情報学研究所)に似た機関で、英国の高等教育機関に対し ICTに関わるサポートを行っている。
https://www.jisc.ac.uk/ (2016-12-29) 
53 The Engineering and Physical Sciences Research Council https://www.epsrc.ac.uk/ (2016-12-29) 
54 EPSRC Research Data Management Compliance Report 
https://www.lshtm.ac.uk/research/researchdataman/plan/epsrc_compliance_report.pdf (2016-12-29) 
55 京都大学オープンアクセス方針 http://www.kulib.kyoto-u.ac.jp/content0/13092 (2016-12-29) 
56 京都大学における公正な研究活動の推進等に関する規程 - 第７条第２項の 研究データの保存、開示等について定める

































                                                   
57 DMP作成を支援するツール。各研究助成団体が指定しているフォーマットで DMPが作成できるようになっている。 
https://dmponline.dcc.ac.uk/ (2016-12-29) 














［University of Edinburgh］ 





















































新任の研究者や博士課程の学生には MANTRA を薦めているが、一方で MANTRA は詳細すぎると感
じており、現在 Sheffield大学と York大学と共同で、国立データセンター（EDINA）が提供しているオ
                                                   
59 Sheffield大学と Leeds大学と York大学で作成しているオンラインの RDMトレーニングコース。










変わるから 40～50 年で読めなくなるが、オープンにしておけば大丈夫」と話しているとのことである。 
講習会として、以下の３種類が提供されている。 
１つ目は学内の全ての研究者のための IT 講習会で、全学規模の IT サービスのトレーニングコースに
図書館スタッフが教える RDM 講習会が含まれている。２つ目は図書館が実施している新任の研究者の








 講習会は主に 25台の PCがあるコンピュータールームを使い、実習付きで開催する。オンライントレ
ーニングコース MANTRA も使われており、特に iSkills のコースでは必ず MANTRA を使用する。
MANTRAは家からでも見られるので自習ができる。また、対応してくださった John Southall氏が経済
学と社会学のサブジェクトライブラリアンでもあるため、研究データを含めた社会科学分野の様々なデ







                                                   
60 図書館が提供している講習会で、特に新任の研究者向けに全般的な図書館サービスなどを説明する複数の講習会をま
とめて Bodleian iSkills と呼んでいる。 http://libguides.bodleian.ox.ac.uk/workshops/handouts (2016-12-30) 











 [University of Cambridge] 
  RDMに関するサービスを始めたのは 2015年で、開始１年半ほどのとても新しいサービスなので認
知度が低い。そのため、RDMサービスの宣伝のために 100回もの説明会を異なる学科で実施したとのこ




















                                                   






























［University of Edinburgh］ 
 RDMチームのうち、データライブラリアンは国立データセンタ （ーEDINA）と兼任であるため、RDM
のチームは実質 1.5人（フルタイム１＋ハーフタイム１）でサービスを行っている。まもなくフルタイム
                                                   
63 発行されているニューズレターは次のサイトから入手できる http://www.data.cam.ac.uk/datanews (2017-1-6) 
64 RDM用のツイッターアカウント https://twitter.com/CamOpenData?ref_src=twsrc%5Etfw (2017-1-6) 
65 http://www.data.cam.ac.uk/DMPsupport (2016-12-30) 








[University of St Andrews] 





[University of Sheffield] 










[University of Leeds] 












[University of Oxford] 












[University of Cambridge] 
 対応してくださったのは、RDM 担当者の Marta Teperek 氏と Rosie Higman 氏、リポジトリ担当者
















                                                   








































































70 京都大学知的財産ポリシー http://www.saci.kyoto-u.ac.jp/wp-content/uploads/2007/06/tizai_policy070628.pdf (2016-
12-30) 










Research data discovery service)72 がある。現在はテスト段階であり、一部の大学のデータリポジトリ






各大学が RDM に関して、似通った問題を抱えているので、Jisc は英国の研究データ管理についての













                                                   
72 https://rdds.jiscinvolve.org/wp/ (2017-1-6) 
73 Research Data Discovery Service (Alpha) http://ckan.data.alpha.jisc.ac.uk/dataset (2017-1-6) 
74 Research data shared service（英国の大学が共有して使用できるデータリポジトリの構築が計画されている） 
https://www.jisc.ac.uk/rd/projects/research-data-shared-service (2017-1-6) 
75 http://www.ses.ac.uk/ (2017-1-6) 
76 http://www.ses.ac.uk/data-dialogue/ (2017-1-6) 
37 
 
 英国において、各大学は研究助成金の獲得を競うライバルでありながら、RDMに関わる問題を解決す
べく、他大学に事例を紹介したり、他大学の事例を参考にしたりと全国レベルで協力し合う体制が整って
いるのは驚異的であった。RDMのオンライントレーニングコースであるMANTRAにおいても作成した
のは国立データセンター（EDINA）だが、オンラインで公開され、他の大学が講習会で使用したり、参
考にしたりしている。英国情報システム合同委員会（Jisc）も各大学を支援すべく、様々なプロジェクト
を行っている。 
日本でも RDMを行うならば、このような国レベルのサポートは必至であり、日本においては国立情報
学研究所が全国規模で支援をすることが必要であると思われる。本学においては日本をリードする役割
が求められるだろう。 
 
5. 総括 
 本研修において調査した、図書館が行う教育・研究支援サービスを教員へ周知する方法は本学にとって
大いに参考となるものであった。調査を行った各大学では、協力的な教員を見つけて新しい取り組みの広
告塔になってもらう、教員や学生の集まりへ図書館員が自ら赴いて広報を行う、IT 部署や教務部署など
他部署の職員と連携協力できる体制を整えておく等、サービスの認知度を高めるために様々な努力を行
っており、学ぶ点が多かった。新しい教育支援サービスを実施するにあたって、教員に有効活用してもら
うには、単にシステムを導入するだけでなく、積極的かつ戦略的な広報活動が必要不可欠である。研究支
援サービスにおいて、インフラストラクチャーを整えるだけでなく、研究者にとって必要と考えられるサ
ポートサービスを主体的に計画し、実施しているのが印象的であった。研究者をより良くサポートするた
めに他部署と連携協力する望ましい体制が整えられていると感じた。英国で実際に行われている RDMの
インフラストラクチャー整備と様々なサポートは、今後本学での RDMサービスの実施だけではなく、す
べての研究支援サービスにおいて参考になると考える。今後は本研修で得た知見を活かして、図書館が行
う教育・研究支援サービスについての広報や教員や他部署職員へのサポートをさらに工夫し、本学の教
育・研究活動の向上に貢献していきたい。 
 末筆ながら、この度は若手人材海外派遣事業ジョン万プログラムにより、大変貴重な経験を積むことが
できた。多大なご支援を賜ったことに深謝の意を表する。 
 
